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「電磁石の性質」  

～電磁石を強くするために…～ 

 

１．学年・組  ５年西組 ３２名 

  

２．目指す子供の姿 

 

 

 

３．本時における「子供とつくる学び」  ４．「子供とつくる学び」を実現するための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導にあたって 

本時で「子供とつくる学び」を実現さ

せていくために大切にしたいことは、

「知識が物語になること」と「子供自身

が学びの時間と空間をデザインする」こ

とである。これらを実現するための手立

ては以下の２つである。 

①電磁石の仕組みを追究する 

②子供が実験方法を選択する 

「コイルに電流を流すと鉄心が磁石に

なる」といった事実を知るだけでは、生

きた知識にはなりにくい。そこで、導線

に電流を流すことで、弱いながらも磁石

の力が出ていることに気づけるような

場を設定する。このことに気づくこと

で、子供はより強い磁力を生み出すため

の条件（巻き数・電流の大きさ）に着目

させることができる。また、コイルの巻

き方、鉄心の太さ、導線の太さなどに着

目する子供もいると考えられる。様々な

条件に着目することで、一人ひとりの子

供に、「電磁石を強くするための物語」

が生まれると考えた。そして、子供一人

ひとりがその物語に沿った実験方法を

考え、活動していくことで、子供自身が

学びの時間と空間をデザインしていく

と考えた。 

子供たちは、テキスト掲載されていることが正

解であり、知識として習得するべきものであると

いう考えが強く、友達の発言に対して批判的な意

見や考えを出し合い、「クラスの知」を構築してい

く姿も少ない。そこで、本単元では以下の２つの

ことを念頭に置きながら授業を展開していく。 

１つ目は、「知識が物語になること」である。前

述したとおり、知識を機械的に記憶するだけで

は、今後の生活に活用できる生きた知識にはなり

得ない。本単元で扱う電磁石においては、単元の

はじめに「電磁石の仕組み」について追究する必

要がある。この「電磁石の仕組み」を追究するこ

とで、「電磁石を強くするためには…」という問題

に対して、様々な道具を媒介とした学びが展開さ

れると考えられる。このような学びは、テキスト

の知識を丸暗記したものではなく、子供が対象と

対話する中で得られたものであり、活用できる知

識となる。 

２つ目は、「子供自身が学びの時間と空間をデ

ザインする」ことである。指導者が指示するがま

まに、子供が動くことは、子供の学びに対する主

体性を奪うことである。子供のアイデンティティ

を保障するためにも、子供が既習内容や生活経験

から自分の予想を立て、その予想を確かめる実験

を子供自身が選択できる状況をつくり出してい

く必要がある。 

自然事象を既習内容や生活経験から捉え直し、他者とともに問題を解決していく活動を通し

て、得られた結果や考察を生きた知識として習得していく子供 



  

５．教材について 

本単元は、小学校学習指導要領の第 5学年の目標、内容Ａ「物質・エネルギー」の（３）「電

流がつくる磁力」にあたり、「エネルギー」についての基本的な概念等を柱とした内容のうち

の「エネルギーの変換と保存」に関わるものである。本単元では、単元のはじめに、「電磁石

の仕組み」を追究する活動を取り入れる。これは、「コイルに電流を流すと強い磁場ができ、

この中に鉄心を入れると磁化されて鉄心が磁石になること」を子供が理解することで、単元後

半の電流の大きさや向き、コイルの巻き数などに着目して、電流がつくる磁力を調べる活動を

子供自身でデザインするために必要と考えたからである。 

 

６．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

コイルに電流を流すと鉄心が

磁化されること、電流の向き

が変わると電磁石の極が変わ

ること、電磁石の強さは、電流

の大きさや導線の巻数によっ

て変わることを理解してい

る。 

電流がつくる磁力につい

て、図や絵等によって、実

験過程や結果を適切に記

録している。 

実験器具を適切に操作し、

安全に留意しながら実験

を行っている。 

電流がつくる磁力について

追究する中で、コイルに電流

を流したときにできる磁力

や電流がつくる磁力の強さ

に関係する条件についての

予想や仮説を基に、解決の方

法を発想し、表現している。 

 

電磁石の強さと電流の強さ

や導線の巻数、電磁石の極の

変化と電流の向きを関係付

けて考察し、自分の考えを表

現している。 

 

コイルに電流を流したときに

起こる現象に興味・関心をも

ち、電流のつくる磁力につい

て、他者と関わりながら問題

解決しようとしている。 

 

電磁石の性質や働きを使って

物づくりをしたり、電磁石を

利用した製品の工夫を見直し

たりしようとしている。 

 

 

７．単元計画（全１５時間） 

第１次 電磁石の性質（５時間） 

①  電磁石をつくってみよう              ２時間 

 ②  電磁石と永久磁石を比較してみると…        １時間 

 ③  電磁石の鉄を引き付ける力はどこからやってくる？    ２時間 

第２次 電流の向きと電磁石の極のでき方の関係（２時間） 

①  電流の向きを変えると電磁石の極はどうなる？     ２時間 

第３次 電磁石の強さを変えるには（６時間） 

   ①  電流の大きさと電磁石の強さの関係は？         ２時間 

②  コイルの巻き数と電磁石の強さの関係は？        ２時間 

   ③  電流とコイルの巻き数以外の条件を変えてみると…  ２時間（★本時２／２） 

  第４次 電磁石を利用したおもちゃづくり（２時間） 



８．本時の目標 

電磁石が鉄を引きつける力を強くする条件について、自分の予想を確かめる実験を通して、 

自分の考えを表現することができる。              【思考・判断・表現】 

 

９．本時の展開 

           児童の学習活動 

                                       

１．前時の予想と実験方法を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．グループで実験し、結果を共有する。 

 

 

 

 

３．クラス全体で結果を共有し、電磁石の強さを変える

条件について考察する。 

・導線を太くすると、電磁石の強さが変わったね。 

・導線の長さを変えると電磁石の強さが変わったよ。 

・鉄心を入れた時だけ、磁石のはたらきをしたよ。 

・電流の強さを変えたり、巻き数を変えたりする以外 

にも、電磁石の強さを変える条件があるんだね。 

 

４．軽量かつ磁力の強い電磁石を考える。 

 

 

 

 

 

指導上の留意点 

評価：実験結果から電磁石を強くする条件を導き出し、自分の考えを表現している。 

【思考・判断・表現】 

自分や友達の実験を確認した

り、それぞれの予想の根拠や理

由について共有したりすること

で、電磁石の強さを変えると予

想した条件について再考できる

ようにする。 

単元導入時の「電磁石の仕組み」

を想起させることで、予想の根

拠を明確にさせる。 

電磁石の強さが変化した条件に

ついて、イメージ図等を用いて

説明させることで、実験結果を

整理し、電磁石の強さに関する

理解を深められるようにする。 

それぞれの実験方法の変える条

件と変えない条件を板書するこ

とで、条件制御しながら実験を

適切に行えるようにする。 

同じ実験方法のメンバーで班を

編成することで、問題を科学的

に解決できるようにする。 

それぞれのグループの実験結果

を掲示することで、電磁石の強

さを変える条件が複数あること

に気づけるようにする。 

   

 

鉄心の太さ？ 導線の太さ？ 鉄心の長さ？ 

導線の巻き方？ 導線の長さ？ 

電磁石が鉄を引きつける力を強くする条件は？ 

  

芯の素材？ 


